
  

立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

に当
あ

たる節
せつ

分
ぶん

には、古
ふる

くから、豆
まめ

まきをしたり、ヒイラギイワシ（ ヤイカガ

シ）を玄
げん

関
かん

に飾
かざ

ったりして、 病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

を起
お

こす（ 鬼
おに

（ 邪
じゃ

気
き

）”を追
お

い払
はら

い、１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。最
さい

近
きん

では、「恵
え

方
ほう

巻
ま

き」が店
てん

頭
とう

をにぎわすようになりまし

たが、もともと全
ぜん

国
こく

的
てき

な風
ふう

習
しゅう

ではなく、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に大
おお

阪
さか

の 商
しょう

人
にん

が 商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

祈
き

願
がん

のた

めに 行
おこな

っていた風
ふう

習
しゅう

が始
はじ

まりとされています。 ※諸説
しょせつ

あります） 

大
だい

豆
ず

をいったもの。豆
まめ

まき

に使
つか

（うほか、自
じ

分
ぶん

（の年
ねん

齢
れい

（の

数
かず

、または年
ねん

齢
れい

の数
かず

＋１個
こ

食
た

べて、１年
ねん

（の幸
こう

福
ふく

（を願
ねが

（いま

す。大
だい

豆
ず

の代
か

わりに落
らっ

花
か

生
せい

を

使
つか

う地
ち

域
いき

もあります。 

よ く か ん で 

食
た

べよう！ 

２０２６年
ねん

の 

恵
え

方
ほう

は 

「南
なん

南
なん

東
と う

」 

※いり大豆・落花生ともに、５歳以下の子どもは窒息する危険性があるため、食べさせないでください。 

 太
ふと

巻
ま

（きずし。その年
とし

（の

歳
とし

神
がみ

様
さま

（がいるとされる

 恵
え

方
ほう

”を向
む

き、願
ねが

い事
ごと

を

思
おも

（い浮
う

（かべながら、無
む

言
ごん

で丸
まる

かじりします。 
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毎
まい

年
とし

２月
がつ

は、国
くに

が定
さだ

める「 省
しょう

エネルギー月
げっ

間
かん

」です。 私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

は、電
でん

気
き

やガス、ガソリンなどのエネルギーに

よって支
ささ

えられています。一
いっ

方
ぽう

で、エネルギー
え ね る ぎ ー

を作
つく

る際
さい

に発
はっ

生
せい

する二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

は、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

の一
ひと

つと 考
かんが

えら

れており、エネルギーを効
こう

率
りつ

よく使
つか

う「 省
しょう

エネルギー 省
しょう

エネ）」を進
すす

めることは、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の防
ぼう

止
し

や環
かん

境
きょう

を守
まも

る

ことにつながります。まずは身
み

近
ぢか

な 食
しょく

生
せい

活
かつ

から、 省
しょう

エネを 心
こころ

がけてみませんか？ 


